オミクロン株の特徴を踏まえた感染症対応マニュアル
１　濃厚接触者に係る特定や行動制限の変更について（R4.7.22～）
	区分
	濃厚接触者の特定
	行動制限

	同居家族
	・保健所が濃厚接触者を特定、連絡
・陽性者から濃厚接触者に伝達
	・待機期間は５日間
・２日目、３日目の検査陰性で待機解除
※自費検査、園児は対象外とする。

	保育所等
	・濃厚接触者を特定せず
※ただし、クラスター発生など更なる感染対策が必要な場合、保健所による調査や感染対策の協力を要請
	保育所等で陽性者と接触者あったと考えられる場合については、不特定多数の者が集まる飲食や大規模イベントの参加等、感染リスクの高い行動を控えるように周知する。
[bookmark: _GoBack]※詳細は、「東京都において実施するオミクロン株の特徴を踏まえた濃厚接触者の特定および行動制限並びに積極的疫学調査の実施方法について」の事務連絡を参照


※乳幼児については、抗原定性検査キットを用いることは想定していないため、乳幼児について
は、５日間の待機となる。

２　検査の考え方（園児は対象外）
1　オミクロン株陽性者の濃厚接触者が５日間を待たずに、待機を解除する場合の検査
５日間の自宅待機を待たずに、待機を解除する場合（社会機能維持者に限らず、実施可能
①抗原定性検査で２、３日目で陰性の場合、待機解除
　※２日目以降であれば、任意のタイミングで検査実施可能
②７日間経過までは、自身による健康状態確認、リスクの高い場所や会食等を避ける、マスク
　着用等を以来
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２　オミクロン株陽性者の濃厚接触者である保育士等が勤務を継続する場合の検査
最終接触日の翌日から勤務を継続する必要がある場合
　①最終接触日から１～３日目の場合、業務前検査で陰性が確認された場合、業務に従事可能
　②３日目の検査（抗原定性検査は２、３日目）で陰性の場合、４日目以降の検査実施の必要な　　　　　　
　　し
　③７日間経過までは、自身による健康状態確認、リスクの高い場所や会食等を避ける、マスクの着用等を依頼
　[image: ]


３　陽性と診断された場合の療養について
　　
	陽性と診断された場合、感染拡大防止のため、①自宅待機、②都が提供する施設での宿泊療養、③入院などの方法により、療養を行う。療養方法については、自身の症状、同居家族の有無等を医師に伝え、療養方法について相談すること。



【自宅療養について】
軽症者または無症状者については、外出しないことを前提に、「症状のある方は症状が出た日から１０日間、症状のない方は検査日から原則７日間、自宅で療養する。
※療養が解除される日数は個々人の状況により異なる。


４　濃厚接触者の定義および濃厚接触者になった場合の流れについて
1　濃厚接触者の定義
濃厚接触者の定義は以下のとおりです。（前回からの変更はなし）
	①同居あるいは長時間の接触（車内・航空機内等を含む）
②新型コロナウイルス感染症患者を診察、看護もしくは介護した
③患者の痰や体液等の汚染物質に直接触れた
④手で触れることのできる距離（目安として１メートル）で、必要な感染予防策なしで、患者と１５分以上の接触があった



２　濃厚接触者になった場合の流れについて
濃厚接触者に該当する場合は、以下のとおり対応する。
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５　家族が陽性となった場合の健康観察期間の考え方について
　家族が陽性となった場合の待機期間の考え方は次のとおりとなります。
1　基本的な考え方（感染対策を開始した日から５日間の待機）
	陽性者の発症日（無症状の場合は検体採取日）または住居内で感染対策を講じた日、いずれか遅い方を０日目として５日間（６日目解除）とする。


　[image: ]
陽性者は、同居している家族等があとから陽性となった場合でも、療養期間の延長はありません。ただし、家庭内に陽性者がいる間に療養解除となった時は、家庭内にウイルスが存在している状態なので、マスクや手洗いを念入りにするなど家庭内外での感染対策には十分気をつけること。

２　家族に陽性者が発生（有症状）した場合は、発症日を起点に待機期間を再設定
	待機期間中に同居家族等（濃厚接触者）が発症した場合はその発症日を０日として期間を設定しなおす。


[image: ]
　陽性者は、同居している家族等があとから陽性となった場合でも、療養期間の延長はありません。ただし、家庭内に陽性者がいる間に療養解除となった時は、家庭内にウイルスが存在している状態なので、マスクや手洗いを念入りにするなど家庭内外での感染対策には十分気をつけること。

３　家族に陽性者が発生（有症状）した場合は、発症日を起点に待機期間を再設定
	無症状の同居家族等（濃厚接触者）を検査した結果、陽性が判明した場合はその検体採取日を０日として起算する。もし、その同居家族が療養期間中に発症した場合、さらにその発症日を０日として起算しなおす。



　[image: ]

　いずれの場合であっても、同居家族等の待機期間終了後も、当該検査陽性者の療養が終了するまでは、濃厚接触者である同居家族等においても、検温など自身による健康状態の確認や、リスクの高い場所での利用や会食等を避けること、マスクを着用すること等の感染対策を行うこと。

６　その他
　Ｑ１　保育園に通う園児の親（母親）が陽性者、子どもが濃厚接触者に特定された場合、園児はいつから登園が可能になるか？　　
	子どもが家庭内で部屋を分けるなど、母親との隔離が可能で、日常的に消毒や換気など基本的な対策を行っている場合は、家庭内での最終接触日（母親と子ども）の翌日から起算して５日間経過で登園可能になります。
　なお、家庭内での親子の隔離が難しい場合、一般的には０～１歳児の添い寝が必要な子どもの場合は、親の療養終了日（原則１０日間、無症状の場合は７日間）の翌日から起算して５日間経過で登園可能となります。



　Ｑ２　園児・職員に疑わしい症状がある場合、必ず医療機関を受診するよう要請する必要はあるか？　
	過去に新型コロナウイルスに感染した場合であっても、前回の感染からおよそ２か月が経過していれば再感染の疑いや、ほかの感染症の可能性も考えられるため、在園児の安全を保障するためにも受診を勧奨する。


　
Ｑ３　新型コロナウイルス感染症以外の発熱の場合でも、原則、解熱後２４時間以上経過するまで登園を控えるよう要請する必要はあるか？（医師の診断がある場合は除く）
	その発熱が新型コロナウイルス感染症によるものかは判別できないため解熱後２４時間以上の経過をお願いする。



Ｑ４　園児・職員の同居の家族でコロナが疑われる症状を呈した場合の登園・出勤の目安は？
	症状のある家族の受診または検査結果が出るまでは登園および出勤を控えるようにする。なお、濃厚接触者の濃厚接触者については基本的には行動制限を求めません。



Ｑ５　園内で陽性者は発生した場合、その陽性者と食事をしたり、マスクなしで一緒に過ごしていた園児・職員に対して、極力登園を自粛するように求めてよいか？
	保育所の判断で、状況に応じて在園児の安全を守るため、自粛を要請することは可能です。
ただし、強制力はなく、自粛をするかどうかはそれぞれ保護者の判断になります。



Ｑ６　園内で陽性者が発生した場合、保護者への周知は今までどおり行う必要があるか？
	保護者への周知は必須ではありませんが、保育所の判断で、保育所内で陽性者が発生したことを注意喚起も含め、周知していただいた方が保護者の自粛などの判断につながるため、よいと考えます。なお、個人情報の取り扱いについては今までどおり十分にご注意ください。



Ｑ７　保育所等において、陽性者が５名以上発生した場合は、必要に応じ、保健所などの判断により積極的疫学調査を実施すると東京都のマニュアルに記載があるが、どのような場合、クラスターとして判断されるのか。保健所への報告の基準があれば示してほしい。
	保育所等でのクラスターの認定は、１人の陽性者から５人以上に感染したことをもって判断するので、目安として同じクラスで園児・職員含め１週間以内に５人以上陽性者が出た場合は、濃厚接触者のリストを作成のうえ、保健所に連絡するようにしてください。（例）8/1　2歳児クラスで陽性者（園児）が３人発生→その後8/5に同じクラスで２人（園児１・職員１）発生⇒クラスターとして認定⇒保健所に連絡
※陽性者の感染が家庭によるものなのか、保育所によるものなのかを判断するために１週間程度の期間をもって判断している。



　 参考資料：保育所等における新型コロナウイルスへの対応にかかるQ＆Aについて（第十七報）（令和４年７月２６日）
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